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船舶事故調査報告書 

 

平成２６年９月１８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２６年５月１１日 ０３時３５分ごろ 

発生場所 沖縄県南城市久
く

高
だか

島南岸の浅礁 

久高島灯台から真方位０６６°１.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯２６°０９.８′ 東経１２７°５４.３′） 

事故調査の経過  平成２６年５月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三精
せい

福
ふく

丸、８トン 

 ＯＮ２－１０１７（漁船登録番号）、個人所有 

 １１.９０ｍ（Lr）×２.５８ｍ×１.０５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、８８.２６kＷ、昭和６１年３月３日 

 第２９５－２６４２７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 操縦者 男性 ５１歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 昭和５６年４月１４日 

  平成２６年５月１０日をもって失効していた。 

 死傷者等 軽傷 １人（操縦者） 

 損傷 全損 

 事故の経過 本船は、操縦者が１人で乗り組み、沖縄県慶良間
け ら ま

列島南方沖の慶良

間堆で操業中、漁業無線により、気象情報を入手したところ、天候の

悪化が予報されたので、操業を中止し、定係地である南城市海野
う み の

漁港

に帰ることにした。 

本船は、６Ｍレンジとしたレーダー及びＧＰＳプロッターを作動さ

せ、沖縄県糸満
いとまん

市から南城市南方沖を約６ノットの速力で東北東進

中、降雨のために周囲が見えにくくなったので、予定どおり沖縄県

中城
なかぐすく

湾に進入すれば、浅礁があるので、危険だと思い、また、漁獲

物もなかったので、帰りを急ぐ必要もないと思い、久高島の南東方沖

で雨がやむのを待つことにした。 

本船は、平成２６年５月１０日２３時００分ごろ、久高島の南東方

沖約５Ｍに着き、機関を運転した状態で漂泊を始め、操縦者が、操舵

室の前方斜め下にある休憩室に入ってテレビを見始めたが、いつの間
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にか居眠りに陥り、１１日０３時３５分ごろ久高島南岸の浅礁に乗り

揚げた。 

操縦者は、ふだん、レーダーのガードリング機能を３Ｍに設定して

いたが、本事故時、降雨のために誤作動するので、ガードリング機能

を解除していた。 

操縦者は、乗り揚げた衝撃で目が覚め、操舵室の後方から海水が打

ち込み、危険を感じて後部甲板に出た。 

操縦者は、携帯電話で１１８番通報して海上保安庁に救助を要請

し、来援した巡視艇の搭載ゴムボートに救助されて救急車に引き継が

れた。 

本船は、後日、タグボートによって浅礁から引き出され、横倒し状

態でえい
．．

航されて海野漁港に入港した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南東、風速 約１４～１５m/s 

海象：波向 南東、波高 約２ｍ 

沖縄県本島中南部には、強風、大雨及び波浪注意報が発表されてい

た。 

 その他の事項 

 

操縦者は、２～３時間待てば、雨がやむものと思って漂泊位置を決

めた。 

操縦者は、救助される際、ウェットスーツ及び救命胴衣を着用し

た。 

操縦者は、顎及び左手親指の裂傷、歯の折損等と診断されたが、入

院せず、どこにぶつけたか思い当たらなかった。 

操縦者は、約１週間の操業予定の４日目に本事故が発生したこと、

及び出港前に休息がとれていたので、疲れは感じていなかった。 

本船は、船首を北北西方に向けて乗り揚げた。 

本船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約１.３ｍであった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、強風注意報が発表されていた状況下、久高島南東方沖で漂

泊中、操縦者が居眠りに陥ったことから、南東の風に圧流されて久高

島南岸の浅礁に乗り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、久高島南東方沖で漂泊中、操縦者が居眠

りに陥ったため、南東の風に圧流されて久高島南岸の浅礁に乗り揚げ

たことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・降雨による影響を少なくするためのレーダーの調整を行い、ガー

ドリング機能を使用すること。  


